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労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書

戸
木
田

嘉
　
久

　
　
　
　
　
一
　
問
題
提
起
　
　
戦
後
わ
が
国
に
お
げ
る
労
働
貴
族
論
の
展
開
過
程
と
の
関
連
で

　
戦
後
の
わ
が
国
で
、
労
働
貴
族
や
労
働
官
僚
に
か
ん
す
る
論
議
が
本
格
化
し
て
き
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
・
六
〇
年
代
の
高
度
蓄
積
、
資
本
主
義
的
「
技
術
革
新
」
と
「
合
理
化
」
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
同
盟
（
全
目
本
労
働

総
同
盟
一
・
Ｉ
Ｍ
・
・
Ｊ
Ｃ
一
国
際
金
属
労
晋
本
協
議
会
一
を
は
じ
め
、
総
評
一
目
本
労
働
組
合
総
評
議
会
一
肩
部
隻
に
、
協
調
主

義
的
・
改
良
主
義
的
傾
向
が
拡
大
し
、
労
働
運
動
の
右
翼
的
再
編
成
が
企
図
さ
れ
て
き
た
時
期
と
、
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
時
期
を
一

に
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
に
も
、
労
働
運
動
内
部
の
目
和
見
主
義
的
潮
流
に
た
い
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
は
、
戦
後
一
貫
し
て
系

統
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
Ｌ
か
し
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
援
用
し
、
目
和
見
主
義
的
潮
流
の
杜
会
経
済
的
基
礎
そ
れ
自

体
が
問
わ
れ
、
論
議
が
本
格
化
し
た
の
は
、
や
は
り
六
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
労
働
運
動
の
新
た
な
右
翼
的
再

編
成
の
動
き
が
、
七
〇
年
代
の
展
望
に
か
か
わ
る
重
要
た
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
げ
る
労
働
貴
族
と
労
働
官
僚
発
生
の
杜
会
経
済
的
基
礎
と
そ
の
限
界
性
を
、
最
初
に
包
括
的
に
分
析
し
た
も
の
と
し



て
は
、
　
『
季
刊
．
経
済
」
（
一
九
六
三
年
三
月
号
お
よ
び
六
月
号
）
に
お
げ
る
「
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
・
目
本
に
お
げ
る
『
労
働
者
階
級
』
の

構
成
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
　
「
平
和
と
杜
会
主
義
の
諸
問
題
』
誌
上
で
の
国
際
的
な
討
論
「
労
働
貴
族
の

構
成
と
地
位
は
ど
う
変
っ
た
か
」
（
一
九
六
二
年
）
を
う
げ
て
、
戦
前
の
目
本
に
お
げ
る
労
働
貴
族
間
題
、
戦
後
に
お
げ
る
労
働
組
合

官
僚
の
発
生
と
そ
の
杜
会
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て
、
多
彩
な
論
点
が
提
出
さ
れ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
結
論
は
出
さ
れ
て
い
た
い
。

）１（

栗
木
安
延
氏
「
「
労
働
貴
族
」
の
経
済
的
基
礎
」

（
一
九
六
七
年
）
に
つ
い
て

　
っ
い
で
、
戦
後
日
本
の
「
労
働
貴
族
」
に
っ
い
て
最
初
に
包
括
的
に
論
じ
た
単
独
論
文
と
し
て
、
栗
木
安
延
氏
の
「
『
労
働
貴
族
』

の
経
済
的
基
礎
」
（
『
経
済
』
一
九
六
七
年
四
月
号
）
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、
ユ
ル
ゲ
ソ
・
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
の
「
労
働
貴
族
の

経
済
的
基
礎
と
構
成
」
（
『
歴
史
学
雑
誌
』
一
九
五
四
年
第
五
〇
号
）
を
方
法
論
上
の
下
敷
き
に
し
て
、
労
働
貴
族
が
養
わ
れ
る
経
済
的

源
泉
を
ひ
た
す
ら
植
民
地
か
ら
の
超
過
利
潤
に
も
と
め
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。

　
「
第
二
次
大
戦
后
の
全
般
的
危
機
は
、
帝
国
主
義
勢
力
を
し
て
、
労
働
運
動
内
部
に
お
げ
る
日
和
見
主
義
の
育
成
を
い
っ
そ
う
切

実
な
課
題
と
し
て
い
る
が
、
植
民
地
体
制
の
後
退
は
、
労
働
貴
族
を
育
成
す
る
基
礎
そ
の
も
の
を
弱
体
化
さ
せ
た
。
戦
後
の
わ
が
国

の
ぼ
あ
い
も
、
広
大
な
植
民
地
を
喪
失
し
た
し
、
ま
た
高
度
の
「
重
化
学
工
業
」
が
構
築
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
再
生
産
構
造
は
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

定
性
を
欠
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
貴
族
の
存
立
の
よ
ち
は
い
っ
そ
う
狭
あ
い
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
。

　
　
＊
　
栗
木
安
延
「
『
労
働
貴
族
』
の
経
済
的
基
礎
」
、
『
経
済
』
一
九
六
七
年
四
月
号
、
七
二
ぺ
－
ジ
。

　
栗
木
論
文
は
、
戦
後
目
本
の
労
働
貴
族
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
た
最
初
の
論
稿
と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
基
本
的
に
っ
ぎ
の
二
点
に
お
い
て
、
重
大
な
弱
点
を
ふ
く
ん
で
い
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
六
六
七
）
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１
、
第
一
に
、
栗
木
氏
の
見
解
は
、
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
が
育
成
さ
れ
る
経
済
的
源
泉
を
、
帝
国
主
義
国
に
よ
る
植
民
地
．
従

属
国
か
ら
の
植
民
地
的
超
過
利
潤
に
限
定
し
て
い
る
点
で
一
面
的
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
レ
ー
ニ
ソ
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
書
い
た

諸
論
文
の
な
か
で
、
帝
国
主
義
戦
争
に
協
力
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
国
際
主
義
を
裏
切
る
、
杜
会
排
外
主
義
の
目
和
見
主
義
的
潮
流
と
た

た
か
う
に
あ
た
り
、
労
働
貴
族
の
経
済
的
基
礎
と
し
て
、
と
く
に
植
民
地
か
ら
あ
が
る
超
過
利
潤
を
強
調
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

だ
が
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
労
働
貴
族
が
育
成
さ
れ
る
経
済
的
基
礎
を
植
民
地
的
超
過
利
潤
だ
げ
に
限
っ
て
い
た
わ
げ
で
は
な
く
、
そ
れ

も
ふ
く
め
て
独
占
的
高
利
潤
が
そ
の
基
礎
た
り
う
る
と
考
え
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
『
帝
国
主
義
論
』
の
た
か
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
　
「
多
く
の
産
業
部
門
の
う
ち
の
一
産
業
部

門
、
多
く
の
国
家
の
う
ち
の
一
国
等
々
で
、
資
本
家
に
よ
っ
て
独
占
的
高
利
潤
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
個
々
の
層
を
買

収
し
…
…
当
該
部
門
あ
る
い
は
当
該
国
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
側
に
ひ
き
っ
げ
さ
せ
る
経
済
的
可
能
性
を
、
彼
ら
資
本
家
に
あ
た
え

る
」
（
「
帝
国
主
義
論
」
全
集
第
二
十
二
巻
、
大
月
版
、
三
四
八
べ
－
ジ
）
と
。

　
こ
の
点
、
っ
ま
り
「
高
度
に
発
展
し
た
諾
国
の
大
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
は
、
今
目
、
労
働
貴
族
を
買
収
し
扶
養
す
る
の
に
ど
の
よ
う

た
経
済
的
財
源
を
も
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
っ
い
て
は
、
故
ヴ
ァ
ル
ガ
も
ま
た
大
い
に
１
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。
彼
も
ま
た
、

彼
の
没
年
に
出
版
さ
れ
た
論
集
『
資
本
主
義
経
済
学
の
諸
間
題
』
に
採
録
さ
れ
た
論
文
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
労
働
貴
族
」
の
な

か
で
、
　
「
植
民
地
が
帝
国
主
義
の
支
配
を
脱
し
た
結
果
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
が
一
部
の
労
働
者
を
買
収
す
る
可
能
性
は
た
く
な
っ
た

か
、
で
た
い
ま
で
も
、
と
に
か
く
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
た
」
と
い
う
「
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
意
見
」
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
断

定
し
て
い
る
（
ヴ
ァ
ル
ガ
『
資
本
主
義
経
済
学
の
諸
間
題
』
、
村
田
陽
一
、
堀
江
正
観
訳
、
一
五
六
べ
ー
ジ
）
。

　
ヴ
ァ
ル
ガ
は
・
労
働
貴
族
を
買
収
し
う
る
財
源
は
植
民
地
か
ら
の
赴
過
利
潤
だ
け
で
な
く
、
　
「
技
術
革
新
」
に
と
も
た
う
労
働
生



産
性
の
急
速
な
向
上
も
主
要
な
財
源
の
一
つ
に
な
り
う
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、

　
　
「
労
働
者
階
級
の
か
な
り
の
部
分
を
買
収
す
る
た
め
の
主
要
な
財
源
は
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
労
働
時
問
の
短
縮
を
と
も
な
わ

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
な
い
労
働
生
産
性
の
急
速
な
向
上
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
合
衆
国
の
鉱
工
業
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
向
上
の
実
例
に
よ
っ
て
示
す

　
こ
と
が
で
き
る
。
、
労
働
生
産
性
の
急
速
な
向
上
は
、
労
働
者
階
級
の
か
な
り
の
部
分
を
買
収
す
る
た
め
の
巨
額
の
国
内
追
加
資

　
金
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
に
あ
た
え
る
」
（
傍
点
、
ヴ
ァ
ル
ガ
、
同
上
、
ニ
ハ
○
～
ニ
ハ
一
ぺ
ー
ジ
）
。

　
　
労
働
貴
族
．
労
働
官
僚
の
機
能
が
、
経
済
主
義
的
・
労
働
組
合
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
め
、
労

、
働
者
階
級
が
杜
会
変
革
へ
の
道
を
す
す
む
の
を
阻
止
し
、
資
本
主
義
制
度
を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
独
占
資
本
と
し
て

彼
ら
を
買
収
す
る
た
め
の
財
源
を
、
植
民
地
か
ら
の
超
過
利
潤
に
限
定
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
理
由
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
と
う
ぜ
ん

　
の
こ
と
と
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
や
ヴ
ァ
ル
ガ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
植
民
地
的
超
過
利
潤
は
も
ち
ろ
ん
ふ
く
ま
れ
る
と
し
て
も
、
総
体
と

　
し
て
の
独
占
的
高
利
潤
に
よ
っ
て
賄
れ
る
と
考
え
る
方
が
、
は
る
か
に
遣
理
に
か
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
２
、
第
二
に
、
粟
木
氏
の
見
解
は
、
氏
に
よ
っ
て
労
働
貴
族
を
ま
か
な
う
唯
一
の
経
済
的
基
礎
と
考
え
ら
れ
て
い
る
植
民
地
的
超

過
利
潤
の
多
寡
に
つ
い
て
も
、
植
民
地
・
従
属
国
の
第
一
次
大
戦
後
に
お
げ
る
帝
国
主
義
的
支
配
か
ら
の
脱
却
を
過
大
評
価
し
、
逆

　
に
現
代
帝
国
主
義
に
よ
る
新
植
民
地
主
義
の
展
開
を
過
少
評
価
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
っ
い
て
も
、
ヴ
ァ
ル

ガ
は
前
出
の
論
文
の
な
か
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
　
「
以
前
の
あ
か
ら
さ
ま
な
帝
国
主
義
的
支
配
に
い
れ
か
わ
っ
て
、
新
植
民
地
主
義
が
現
わ
れ
、
資
本
主
義
的
合
弁
企
業
や
、
世
界

銀
行
の
借
款
や
、
国
家
『
援
助
』
な
ど
が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
具
体
的
な
資
料
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
た
い
が
、

現
在
、
帝
国
主
義
諸
国
が
低
開
発
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
諸
国
に
お
こ
な
っ
て
い
る
捗
資
給
掛
も
、
そ
れ
か
ら
得
て
い
る
朴
瀞
ど
趣
迩
朴
瀞
も
、

　
　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
六
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
六
七
〇
）

植
民
地
の
解
放
以
前
よ
り
も
大
き
い
こ
と
は
、
ま
ず
疑
い
を
い
れ
た
い
。

　
こ
れ
に
つ
げ
く
わ
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
・
…
…
・
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
低
開
発
諸
国
へ
輸
出
す
る
商
品
の
価
格
が
高

騰
を
つ
づ
け
る
一
方
で
、
低
開
発
諸
国
か
ら
帝
国
主
義
国
へ
輸
出
す
る
商
品
の
価
格
が
低
下
し
た
結
果
、
つ
ま
り
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
商

業
の
簡
潔
な
慣
用
語
に
よ
れ
ば
交
易
条
件
が
悪
化
し
た
結
果
、
帝
国
主
義
者
が
低
開
発
国
へ
の
貿
易
か
ら
手
に
入
れ
る
収
益
が
い
ち

じ
る
し
く
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
ご
ら
ん
の
と
お
り
、
帝
国
主
義
者
が
低
開
発
国
か
ら
得
て
い
る
収
益
と
、
貿
易
に
よ
っ
て
得
て
い
る
巨
額
の
追
加
利
潤
と
を
合
算

す
れ
ば
、
労
働
貴
族
を
買
収
す
る
の
に
十
分
な
、
ま
と
ま
っ
た
金
額
と
な
る
」
（
ヴ
ァ
ル
ガ
、
前
出
、
一
五
六
２
一
五
七
べ
－
ジ
）
。

’

）２（

わ
が
国
に
お
げ
る
労
働
貴
族
論
の
一
つ
の
到
達
点

　
こ
う
し
て
、
労
働
貴
族
が
育
成
さ
れ
る
経
済
的
源
泉
が
、
た
ん
に
植
民
地
か
ら
の
超
過
利
潤
だ
け
で
な
く
、
全
体
と
し
て
の
独
占

的
高
利
潤
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
、
わ
が
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
分
野
で
も
、
ほ
ぽ
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
第
二
次
大
戦
後
の
労
働
運
動
内
部
に
－
お
げ
る
目
和
見
主
義
的
潮
流
の
経
済
的
基
礎
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ド
ル

の
支
配
力
と
と
も
に
、
各
国
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
実
現
さ
れ
る
独
占
的
高
利
潤
が
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
か
か
る
理
論
的
な
基
礎
の
う
え
に
た
ち
、
六
〇
年
代
に
お
げ
る
わ
が
国
労
働
運
動
内
部
の
日
和
見
主
義
的
潮
流
に
っ
い

て
、
と
く
に
そ
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
を
あ
き
ら
か
に
す
る
試
み
が
、
堀
江
正
観
「
戦
後
労
働
者
階
級
の
構
成
変
化
」
、
辻
岡
靖

仁
「
労
働
組
合
に
よ
る
労
働
者
階
級
の
組
織
化
」
、
拙
稿
「
日
本
の
労
働
組
合
ー
そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
な
ど
、
講
座
『
労
働
組

合
運
動
の
理
論
』
（
全
七
巻
、
一
九
七
〇
年
、
大
月
書
店
）
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
論
文
や
、
大
橋
隆
憲
編
『
目
本
の
階
級
構
成
』
（
一
九



七
一
年
、
岩
波
新
書
）
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
っ
ぎ
の
よ
う
な
共
通
の
認
識
が
っ
く
り
だ
さ
れ

て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
１
、
　
「
戦
後
目
本
の
右
翼
日
和
見
主
義
、
改
良
主
義
の
潮
流
は
、
ま
ず
労
働
貴
族
が
一
定
の
層
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
り

は
、
独
占
的
大
企
業
の
独
占
的
高
利
潤
に
よ
っ
て
企
業
内
組
合
官
僚
が
育
成
さ
れ
、
経
済
的
諸
闘
争
を
か
れ
ら
に
指
導
さ
せ
な
が
ら
、

賃
金
．
労
働
条
件
を
資
本
蓄
積
の
許
容
内
に
と
ど
め
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。
こ
の
企
業
内
組
合
官
僚
を
さ
さ
え
た
杜
会
的
基
礎

は
、
年
功
賃
金
に
よ
っ
て
相
対
的
に
高
い
賃
金
を
う
け
と
る
下
級
職
制
労
働
者
層
の
似
而
非
『
労
働
貴
族
」
的
気
分
で
あ
っ
た
。
」

　
２
、
　
「
し
か
し
、
総
評
主
流
に
対
抗
す
る
同
盟
、
Ｊ
Ｃ
、
総
評
内
部
に
お
げ
る
最
近
の
右
翼
化
傾
向
に
っ
い
て
は
、
労
働
官
僚
の

依
批
す
る
杜
会
的
基
礎
が
若
干
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
急
速
な
生
産
と
蓄
積
に
ょ
っ
て
う
み
だ
さ
れ

た
少
数
の
『
本
来
的
』
な
労
働
貴
族
（
鉄
鋼
で
い
え
ぼ
作
業
長
）
と
か
な
り
多
く
の
『
代
用
品
的
」
的
な
職
制
労
働
者
層
（
伍
長
・
組
長
）

を
杜
会
的
な
基
礎
と
し
て
お
り
、
か
つ
て
総
評
主
流
の
杜
会
的
基
礎
と
な
っ
た
古
い
熟
練
を
も
っ
た
職
制
労
働
者
層
の
地
位
は
動
揺

し
つ
つ
あ
る
」
（
拙
稿
「
目
木
の
労
働
組
合
－
そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
、
『
労
働
組
合
運
動
の
理
論
』
第
一
巻
、
一
五
〇
べ
ー
ジ
）
。

　
要
す
る
に
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
方
向
と
し
て
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積
、
独
占
的
高
利
潤
の
実
現
を

労
働
貴
族
の
経
済
的
基
礎
と
し
て
着
目
し
た
が
ら
、
労
働
官
僚
と
「
本
来
的
」
な
労
働
貴
族
・
「
代
用
品
的
」
な
職
制
労
働
者
層
と

の
相
互
関
連
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
げ
を
明
確
に
規
定
し
た
う
え
で
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
に
せ
ま
ろ

う
と
す
る
努
力
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

）３（

三
好
正
巳
氏
の
間
題
提
起
と
こ
の
小
論
の
課
題

労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）

一
五
　
（
六
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
六
七
二
）

　
１
、
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
成
果
に
た
い
す
る
積
極
的
評
価
を
前
提
し
た
う
え
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
労
、

働
貴
族
論
に
た
い
し
て
、
三
好
正
巳
氏
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
た
一
定
の
批
判
を
ふ
く
む
間
題
提
起
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
「
今
庁
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
貴
族
論
に
お
い
て
克
服
さ
れ
ね
ほ
次
ら
な
い
点
は
、
Ｃ
Ｄ
労
働
運
動
の
右
翼
的
傾
向
１
１
形
骸
化
を
資
本

主
義
現
段
階
の
必
然
的
衡
向
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
基
礎
究
明
と
し
て
労
働
貴
族
論
を
展
開
す
る
誤
り
、
の
労
働
運
動
の
二
つ
の
潮

流
を
生
み
だ
す
物
質
的
基
盤
と
し
て
の
超
過
利
潤
の
薄
弱
さ
や
減
少
か
ら
の
み
、
右
翼
的
傾
伺
克
服
を
と
ら
え
る
こ
と
に
み
ら
れ
る

経
済
主
義
的
労
働
貴
族
論
の
弱
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
と
も
に
、
労
働
貴
族
論
の
絶
対
的
重
視
で
あ
り
、
今
目
提
起
さ
れ
て
い
る
労

働
戦
線
統
一
の
客
観
的
基
盤
存
在
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
労
働
戦
線
に
お
け
る
統
一
戦
線
の
客
観
的
基

盤
の
発
展
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
の
進
行
に
お
い
て
生
み
だ
さ
れ
る
諸
結
果
の
総
体
の
中
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
」
（
三
好
正
已
「
『
高
度
経
済
成
長
』
と
労
働
組
合
運
動
（
覚
書
）
１
現
代
労
働
組
合
運
動
論
批
判
の
視
角
１
」
『
立
命
館
大
学
人
文
科

学
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
号
、
一
九
七
一
年
十
二
月
、
八
四
べ
ー
ジ
）
。

　
三
好
氏
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
戦
線
の
右
翼
的
な
再
編
成
が
執
勘
に
意
図
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
、
研
究
上
確
か
に
重
要

な
こ
と
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
過
程
そ
れ
自
体
が
、
労
働
戦
線
統
一
の
客
観
的
た
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
き

て
い
る
か
・
そ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
現
実
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
右
翼
目
和

見
主
義
的
潮
流
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
盤
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
は
た
い
、
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
三
好
氏
の
問
題
．

提
起
の
要
点
は
、
　
「
こ
れ
ま
で
の
労
働
貴
族
論
」
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
過
程
が
う
み
だ
す
労
働
戦
線
統
一
の
客
観

的
諸
条
件
の
成
熟
と
き
り
は
た
し
て
、
層
と
し
て
の
労
働
貴
族
を
固
定
的
に
考
え
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
労
働
貴
族
を
養
う
経
済

的
財
源
の
多
寡
か
ら
、
目
和
見
主
義
的
潮
流
克
服
の
難
易
を
そ
の
ま
ま
評
価
し
た
り
す
る
よ
う
た
、
経
済
主
義
的
た
傾
向
が
な
か
っ



た
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
２
、
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
に
立
脚
し
た
は
ず
の
「
こ
れ
ま
で
の
労
働
貴
族
論
」
が
、
な
ぜ
指
摘

さ
れ
る
よ
う
な
経
済
主
義
的
な
弱
点
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
、
果
し
て
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論

を
正
し
く
援
用
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
論
の
課
題
は
、
か
か
る
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴

族
論
に
み
ら
れ
る
視
点
と
方
法
を
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
方
向
を
確
立
す
る
た
め
の
覚
書
と
し
て
再
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
の
ぼ
あ
い
、
こ
れ
は
結
論
を
先
き
取
り
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
も
な
る
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思

わ
れ
る
。

　
第
一
の
問
題
、
そ
れ
は
、
帝
国
主
義
国
、
独
占
資
本
主
義
国
に
ー
お
げ
る
支
配
階
級
に
よ
る
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
買
収
、
そ
れ

に
よ
る
労
働
運
動
内
部
に
お
げ
る
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
育
成
は
、
労
働
運
動
の
合
法
則
的
な
発
展
の
貫
徹
に
と
も
な
う
階
級
的
労

働
運
動
の
成
長
を
前
提
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
労
働
運
動
の
成
長
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
目

和
見
主
義
の
育
成
が
問
題
に
匁
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
独
占
的
高
利
潤
に
も
と
づ
く
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
育
成
は
、

独
占
資
本
の
強
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
支
配
の
動
揺
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば

た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
の
間
題
、
そ
れ
は
、
労
働
者
階
級
の
立
場
か
ら
労
働
貴
族
の
問
題
に
っ
い
て
論
ず
る
意
義
・
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
労
働
貴
族
論
は
、
「
死
滅
し
っ
っ
あ
る
資
本
主
義
」
、
す
な
わ
ち
帝
国
主
義
の
も
と
に
お
げ
る

日
和
見
主
義
的
潮
流
へ
の
「
断
固
た
る
容
赦
な
い
闘
争
」
の
た
め
に
こ
そ
積
極
的
な
意
義
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
肝
腎
の
点

を
は
ず
し
た
労
働
貴
族
論
が
い
か
に
無
意
味
で
あ
る
か
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
六
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
六
七
四
）

第
三
の
間
題
、
そ
れ
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
は
い
わ
ゆ
る
労
働
貴
族
や
労
働
官
僚
の
経
済
的
基
礎
と
か
、
そ
れ
ら
の
構
成

と
い
っ
た
狭
い
範
囲
の
間
題
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
帝
国
主
義
が
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
」
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
目
和
見
主
義
の
意
義
の
育
成
が
独
占
資
本
に
と
っ
て
死
活
の
問
題
で
あ
る
以
上
、
独
占
資
本
の
方
策
は
労
働
貴
族
の
育

成
の
み
な
ら
ず
、
全
労
働
者
の
資
本
の
側
へ
の
「
統
合
」
に
ま
で
お
よ
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
労
働
貴
族
論
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
点
も

ま
た
見
す
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
四
の
問
題
、
そ
れ
は
、
労
働
貴
族
論
で
は
、
い
わ
ゆ
る
労
働
貴
族
や
労
働
官
僚
の
経
済
的
基
礎
、
さ
ら
に
は
全
労
働
者
の
「
統

合
」
の
経
済
的
基
礎
じ
し
ん
が
、
資
本
制
的
蓄
積
の
過
程
に
は
ら
ん
だ
経
済
的
な
内
部
矛
盾
の
展
開
に
よ
っ
て
掘
り
く
づ
さ
れ
ず
に
。

は
お
か
た
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
日
和
見
主
義
の
経
済
的
基
礎
の
矛
盾
と
限
界
を
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
に
み
ら
れ
る
視
点
と
方
法
を
、
再
整
理
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
　
・

二
　
労
働
運
動
の
発
展
の
合
法
則
性
と
目
和
見
主
義
育
成
の
必
然
性

　
「
労
働
貴
族
論
」
が
、
経
済
主
義
的
な
弱
点
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
本
的
な
理
由

は
、
労
働
運
動
に
お
げ
る
目
和
見
主
義
的
潮
流
や
、
そ
の
杜
会
的
基
礎
の
主
柱
と
し
て
の
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
間
題
を
分
析
す

る
に
あ
た
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
展
開
し
た
労
働
貴
族
論
が
、
か
な
ら
ず
し
も
正
し
く
援
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
第
一
に
問
題
た
の
は
、
レ
ー
ニ
ソ
が
帝
国
主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
労
働
運
動
の
内
都
に
支
配
階
級
に
よ
っ
て
労

働
貴
族
層
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
が
育
成
さ
れ
る
と
主
張
し
た
に
っ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
労
働
運
動
の



合
法
則
的
な
発
展
と
あ
わ
せ
て
、
労
働
運
動
の
階
級
的
・
民
主
的
潮
流
の
前
進
が
あ
っ
た
と
い
う
も
っ
と
も
肝
腎
な
点
が
、
か
な
ら

ず
し
も
正
し
く
配
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
基
本
的
な
歴
史
的
前
提
を
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
な
し
に
、
帝
国
主
義
の
時
代
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
段
階
に
お

け
る
目
和
見
主
義
発
生
の
必
然
性
、
そ
の
経
済
的
源
泉
と
し
て
の
独
占
的
高
利
潤
の
多
寡
、
労
働
貴
族
の
構
成
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
と

す
れ
ぼ
、
そ
の
把
握
は
、
必
然
的
に
経
済
主
義
的
な
傾
向
を
お
び
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
．
○
Ｄ
　
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
を
規
定
す
る
客
観
的
条
件

　
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
地
に
た
つ
と
き
、
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
の
基
底
的
条
件
は
、
な
に
よ
り
も
資
本
主
義
生
産
の
発
展
過

程
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
１
、
ま
ず
、
資
本
の
蓄
積
過
程
は
、
人
問
的
搾
取
材
料
と
し
て
資
本
主
義
的
生
産
関
係
に
く
み
こ
ま
れ
る
、
労
働
者
階
級
の
「
数

の
多
数
」
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
る
（
プ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
、
普
及
版
　
、
八
〇
一
ぺ
－
ジ
、
同
『
賃
労
働
と
資
本
』
、
国
民
文
庫
、

五
〇
～
五
一
べ
ー
ジ
）
。
し
か
も
、
資
本
蓄
積
の
過
程
は
、
剰
余
価
値
生
産
の
方
法
１
１
搾
取
強
化
の
方
法
を
も
た
え
ず
発
展
さ
せ
、
そ

の
杜
会
的
結
果
と
し
て
、
生
産
の
基
本
的
な
担
い
手
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
う
え
に
、
　
「
貧
困
、
圧
迫
、
隷
属
、
堕
落
、
搾
取
の

増
大
」
を
も
う
み
だ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
、
螢
…
章
、
大
月
書
店
刊
、
普
及
版
　
、
八
四
〇
べ
－
ジ
）
。

そ
し
て
、
こ
の
労
働
者
階
級
の
「
数
の
多
数
」
の
形
成
と
あ
わ
せ
て
す
す
む
貧
困
の
蓄
積
こ
そ
、
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
も
強
調
し
た
よ
う

に
「
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
杜
会
運
動
の
実
際
の
土
台
で
あ
り
、
出
発
点
で
あ
る
」
（
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」
、
全
集
第
二

巻
、
大
月
版
、
二
二
七
べ
－
ジ
）
。

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
六
七
五
）
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六
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だ
が
、
労
働
者
階
級
の
歴
史
的
発
展
を
規
定
す
る
条
件
１
１
土
台
は
、
た
ん
に
労
働
者
階
級
の
数
が
増
大
す
る
こ
と
や
、
杜
会
的
貧

困
が
蓄
積
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
げ
で
は
な
い
。
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
大
工
場
の
発
展
が
、
生
産
の
杜
会
化

の
発
展
を
基
礎
と
し
て
ま
す
ま
す
増
大
す
る
労
働
者
階
級
を
し
て
、
杜
会
的
貧
困
化
に
抗
議
し
、
集
積
さ
れ
た
資
本
の
杜
会
的
力
に

た
い
し
て
組
織
的
に
結
集
す
る
素
質
と
条
件
を
、
あ
た
え
ず
に
、
は
お
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
２
、
周
知
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
共
産
党
宜
言
』
の
な
か
で
、
　
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
は
た
に
よ
り
も
自
分

自
身
の
墓
掘
人
を
っ
く
り
だ
す
」
と
含
蓄
の
深
い
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
（
『
マ
ル
ク
ス
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
選
集
』
、
大
月
版
、
第
一
冊
、

四
六
べ
ｉ
ジ
）
。
こ
の
組
論
に
依
拠
し
た
が
ら
レ
ー
ニ
ソ
は
、
た
と
え
ば
一
八
九
五
－
九
六
年
に
獄
中
で
執
筆
し
た
「
杜
会
民
主
党
綱

領
草
案
」
に
お
い
て
、
大
工
場
の
急
速
な
発
達
に
よ
る
小
規
模
生
産
の
駆
逐
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
、
労
働
者
階
級
の
増
大
と
労
働
者

の
抑
圧
の
増
大
に
つ
い
て
ふ
れ
た
の
ち
、
労
働
者
階
級
の
組
織
化
、
団
結
の
条
件
の
成
熟
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
だ
が
、
労
働
に
た
い
す
る
資
本
の
抑
圧
を
最
高
度
ま
で
に
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
工
場
は
労
働
者
と
い
う
特
殊
な
階
級
を

つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の
階
級
は
資
本
と
闘
争
す
る
可
能
性
を
も
つ
よ
う
に
た
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
階
級
の
生
活
条
件
そ
の
も

の
が
彼
ら
自
身
の
経
営
と
の
い
っ
さ
い
の
結
び
っ
き
を
破
壊
し
て
お
り
、
ま
た
共
同
の
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者
を
結
合
し
、
彼
ら
を

工
場
か
ら
工
場
へ
と
転
々
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
働
く
人
問
の
大
衆
を
打
っ
て
一
丸
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
労
働
者
は
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

本
家
に
た
い
す
る
闘
争
を
始
め
て
お
り
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
は
団
結
へ
の
強
い
志
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
（
「
杜
会
民
主
党
綱
領
草
案

と
解
説
」
、
レ
ー
ニ
ソ
『
労
働
組
合
－
理
論
と
運
動
』
上
巻
、
大
片
版
、
四
べ
－
ジ
）
。

　
資
本
主
義
生
産
の
発
展
、
資
本
蓄
積
の
過
程
は
、
こ
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
の
「
数
の
多
数
」
を
う
み
だ
し
、
彼
ら
を
貧
困
に
ー
お

と
し
い
れ
、
さ
ら
に
彼
ら
の
組
織
的
結
集
の
素
質
と
条
件
を
も
発
展
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、



こ
こ
に
こ
そ
、
労
働
運
動
発
展
の
合
則
性
の
土
台
が
あ
る
。

　
の
　
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
と
資
本
家
階
級
の
「
術
策
や
好
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
「
純
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
・
現
代
的
方
法
」
に
つ
い
て

　
１
、
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
杜
会
の
上
部
構
造
で
あ
る
労
働
運
動
の
発
展
は
、
こ
れ
ら
労
働
運
動
を
発
展
さ
せ
る
諸
条
件
の
成
熟
を

土
台
と
し
な
が
ら
も
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
、
資
本
家
階
級
と
の
激
烈
な
闘
争
を
つ
う
じ
て
、
す
な
わ
ち
、
敗
北
と
勝
利
、
停
滞

と
飛
躍
を
つ
う
じ
て
し
か
発
展
し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
労
働
者
階
級
の
闘
争
、
労
働
運
動
の
発
展
は
、
ど
の
資
本
主
義
国
を
と
っ

て
み
て
も
、
資
本
家
階
級
の
系
統
的
・
組
織
的
な
「
あ
ら
ゆ
る
反
労
働
者
的
な
術
策
や
好
策
」
に
遭
遇
せ
ず
に
は
お
か
な
い
か
ら
で

あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
か
か
る
「
術
策
や
好
策
」
は
、
と
き
と
し
て
、
「
農
奴
制
的
・
中
世
的
な
方
法
」
ま
た
と
き
と
し
て
は
「
民

主
主
義
に
照
応
す
る
純
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
方
法
」
を
と
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
全
世
界
の
す
べ
て
の
資
本
主
義
国
で
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
は
、
労
働
運
動
お
よ
び
労
働
者
党
と
の
闘
争
に
二
っ
の
方
法
を
も
ち
い

て
い
る
。
第
一
の
方
法
は
　
暴
行
、
迫
害
、
禁
止
、
弾
圧
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
農
奴
制
的
・
中
世
的
方
法
で
あ
る
。

と
か
く
こ
う
い
う
方
法
を
好
む
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
階
層
は
ど
こ
に
も
い
る
…
…
－
。
そ
し
て
賃
金
奴
隷
制
に
反
対
す
る
労
働
者
の
闘

争
の
、
一
定
の
、
と
く
に
危
機
的
な
時
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
全
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
を
統
合
す
る
。
運
動

に
対
抗
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
労
働
者
を
離
問
す
る
こ
と
、
彼
ら
の
陣
列
を
撹
乱
す
る
こ
と
、
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
ジ
ー
に
引
き
っ
け
る
目
的
で
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
個
々
の
代
表
者
ま
た
は
個
々
の
グ
ル
ー
プ
を
買
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

種
の
方
法
は
農
奴
制
的
方
法
で
は
な
く
、
発
展
し
開
発
し
た
資
本
主
義
秩
序
に
照
応
し
、
民
主
主
義
に
照
応
す
る
純
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
六
七
七
）
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な
現
代
的
た
方
法
で
あ
る
」
（
レ
ー
ニ
ン
「
労
働
者
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
．
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
ッ
ィ
ァ
の
闘
争
方
法
」
、
　
一
九
一
四
年
、
全
集

第
二
〇
巻
、
四
九
一
べ
ー
ジ
）
。

　
２
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
硬
軟
両
様
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
反
撃
と
低
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
階
級
の
た
た
か

い
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
資
本
の
蓄
積
と
労
働
者
階
級
の
形
成
、
組
織
的
結
集
条
件
の
発
展
を
土
台
と
し
な
が
ら
発
展
せ
ず
に
は
お

か
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
か
か
る
労
働
運
動
の
合
法
則
的
な
発
展
は
、
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
資
本
家
階
級
の
二
つ
の
闘
争
方

法
を
も
、
ま
た
必
然
的
に
発
展
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
り
わ
げ
、
「
中
世
的
・
農
奴
制
的
な
方
法
」
、
す
な
わ
ち
暴
行
、
迫
害
、
禁

止
、
弾
圧
だ
げ
を
も
っ
て
労
働
運
動
の
発
展
を
お
さ
え
こ
む
こ
と
が
困
難
に
な
る
に
つ
れ
て
、
「
資
本
主
義
的
秩
序
に
照
応
し
、
民
主

主
義
に
照
応
す
る
純
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
現
代
的
な
方
法
」
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
独
占
資
本
主
義
・
帝
因
主
義
の
時
代
に
な
る
と
、
　
「
純
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
現
代
的
な
方
法
」
と
し
て
、
労
働
運
動
内
部
に
お
げ
る

日
和
見
主
義
の
育
成
が
、
特
別
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
い
た
る
。
こ
の
時
代
に
ー
は
、
独
占
資
本
主
義
（
資
本
の
集
中
．
集
積
）
の
形

成
と
関
連
し
て
、
労
働
者
階
級
の
勢
力
の
増
大
、
技
術
の
発
展
に
と
も
な
う
労
働
内
容
の
平
準
化
、
生
産
現
場
で
の
労
働
強
化
と
生

活
に
お
げ
る
不
安
と
貧
困
の
増
大
、
恐
慌
や
帝
国
主
義
戦
争
、
ま
た
支
配
階
級
の
反
動
化
と
民
主
主
義
の
破
壌
、
さ
ら
に
プ
回
レ
タ

リ
ア
革
命
の
条
件
の
成
熟
と
い
っ
た
点
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
と
く
に
資
本
の
集
積
・
集
中
に
規
定
さ
れ
、
生
産
単
位
が
大
規
模
と
な

り
、
労
働
者
に
同
じ
よ
う
た
条
件
が
お
し
っ
げ
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
階
級
の
基
礎
的
集
団
が
大
規
模
化
し
、
労
働
組

合
も
非
常
に
大
観
模
と
な
り
、
従
来
の
職
業
別
を
基
礎
と
し
た
組
織
か
ら
、
大
衆
的
な
産
業
別
組
合
が
捗
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
杜
会

変
革
を
目
的
と
す
る
労
働
者
階
級
の
党
も
生
み
だ
さ
れ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
た
労
働
運
動
の
発
展
の
合
法
則
性
の
貫
徹
こ
そ
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
独
占
資
本
を
し
て
体
制
防
衛
の
た
め
に
、
労
働



貴
族
層
．
労
働
官
僚
を
軸
と
す
る
日
和
見
主
義
的
潮
流
を
育
成
さ
せ
る
根
本
的
条
件
で
あ
る
。

　
３
、
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
視
点
か
ら
、
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
に
っ
い
て
分
析
す
る
ぼ
あ
い
、
労
働
運

動
発
展
の
合
法
則
性
の
貫
徹
、
階
級
的
潮
流
の
発
展
と
切
り
離
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
労
働
貴
族
の
育
成
は
、

独
占
資
本
の
集
積
さ
れ
た
杜
会
的
力
、
独
占
的
高
利
潤
の
存
在
を
基
礎
と
す
る
が
、
し
か
し
、
労
働
運
動
の
発
展
を
前
提
と
し
て
い

る
点
で
は
、
独
占
資
本
主
義
体
制
の
内
的
矛
盾
、
体
制
の
動
揺
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
労
働
貴
族
を
論
ず
る
と
き
、
こ
の
肝
腎
な
こ
と
を
見
お
と
す
こ
と
、
そ
こ
に
、
三
好
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
理
論
上
の
弱
点

が
生
み
だ
さ
れ
る
第
一
義
的
な
原
因
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

）３（

労
働
貴
族
論
の
意
義
・
目
的
に
関
し
て

　
と
こ
ろ
で
、
労
働
貴
族
論
に
お
け
る
か
か
る
基
本
的
視
点
、
す
な
わ
ち
、
労
働
貴
族
論
を
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
の
貫
徹
と

不
可
分
の
も
の
と
し
て
論
ず
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
が
「
新
し
い
段
階
」
を
む
か
え
て
い
る
現
代
で
は
・
レ
ー
ニ
ソ

の
時
代
に
く
ら
べ
て
ま
す
ま
す
重
要
に
た
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
全
般
的
危
機
の
激
化

は
、
一
方
で
、
発
達
し
た
資
本
主
義
国
、
帝
国
主
義
国
に
お
い
て
例
外
な
く
国
家
独
占
資
本
主
義
の
全
面
的
な
発
展
を
も
た
ら
し
た

が
、
他
方
に
、
労
働
者
階
級
の
「
数
の
多
数
」
も
戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ぽ
ど
強
力
に
組
織
化
さ
れ
、
そ
の
力
で
資
本
主
義
の
体

制
の
わ
く
内
で
も
一
定
の
政
治
的
条
件
の
も
と
で
は
独
占
の
力
を
民
主
的
に
統
制
し
、
民
主
的
国
有
化
を
実
現
し
う
る
現
実
的
可
能

性
が
ひ
ら
か
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
独
占
資
本
の
不
可
避
的
な
階
級
的
利
害
か
ら
し
て
、
日
和
見
主
義
の

育
成
は
死
活
の
間
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
体
制
的
危
機
の
激
化
と
い
う
肝
腎
な
点
を
は
ず
し
て
労
働
貴
族
論
は
あ
り
え
な
い
・
と
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い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
、

　
ユ
、
ま
た
、
こ
の
基
本
的
視
点
を
よ
り
積
極
的
に
お
し
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
労
働
貴
族
論
を
援
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
第

二
の
重
要
な
問
題
、
す
た
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
労
働
貴
族
や
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
分
析
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
と
い
う
問

題
に
逢
着
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
帝
国
主
義
を
「
死
減
し
っ
っ
あ
る
資
本
主
義
で
あ
る
」
と
規
定

し
た
。
帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、
す
で
に
ー
ふ
れ
た
よ
う
に
１
労
働
運
動
に
お
げ
る
階
級
的
潮
流
の
一
定
の
前
進
が
あ
り
、
し
か
も
他
方

に
、
独
占
の
肥
大
化
が
生
産
の
杜
会
化
を
も
決
定
的
に
お
し
す
す
め
、
杜
会
主
義
の
経
済
的
前
提
を
高
度
に
成
熟
さ
せ
る
。
そ
の
意

味
で
帝
国
主
義
の
時
代
は
、
文
字
ど
お
り
杜
会
主
義
の
前
夜
で
あ
り
ド
も
し
目
和
見
主
義
が
克
服
さ
れ
、
革
命
を
遂
行
す
る
主
体
的

条
件
が
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
革
命
的
情
勢
の
も
と
で
は
、
杜
会
主
義
革
命
を
勝
利
さ
せ
る
現
実
的
可
能
性
が
き
り
ひ
ら
か

れ
る
こ
と
に
た
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
レ
ー
ニ
ソ
は
、
帝
国
主
義
の
か
か
る
特
殊
性
か
ら
し
て
、
論
文
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主
義
の
分
裂
」
の
結
論
と
し
て
、
目
和
見
主

義
的
潮
流
に
た
い
す
る
「
全
般
に
わ
た
っ
て
断
固
た
る
、
容
赦
た
い
闘
争
」
を
呼
び
か
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
、
　
「
帝
国

主
義
論
」
の
最
終
の
章
の
総
括
で
も
、
　
「
帝
国
主
義
と
目
和
見
主
義
と
の
結
び
っ
き
の
事
実
」
を
と
く
に
強
調
し
て
、
　
「
帝
国
主
義

と
の
闘
争
は
、
そ
れ
が
日
和
見
主
義
に
た
い
す
る
闘
争
と
不
可
分
に
結
合
さ
れ
た
い
な
ら
、
一
っ
の
空
虚
た
空
文
句
に
す
ぎ
な
い
」

（
「
帝
国
主
義
論
」
、
『
全
集
』
ゆ
、
三
四
九
べ
ー
ジ
）
と
強
調
し
て
い
る
。

　
今
目
、
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
で
あ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
が
、
　
「
死
滅
し
つ
っ
あ
る
資
本
主
義
」
と
し
て
の
性
格
を
、
レ
ー

ニ
ソ
の
時
代
よ
り
も
い
っ
そ
う
極
度
に
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
セ
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
・
発
達
し
た
資
本
主
義
国
で
は
目
和

見
主
義
の
育
成
が
一
層
死
活
の
間
題
と
な
っ
て
お
り
、
他
方
、
杜
会
変
革
を
め
ざ
す
労
働
運
動
の
階
級
的
潮
流
の
側
か
ら
す
れ
ば
、



目
和
見
主
義
的
潮
流
に
た
い
す
る
「
断
固
た
る
、
容
赦
な
い
闘
争
」
が
ま
す
ま
す
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
労
働
貴

族
・
労
働
官
僚
の
分
析
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
２
、
要
す
る
に
、
以
上
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
地
か
ら
す
る
労
働
貴
族
論
の
意
義
・
目
的
は
、
帝
国

主
義
が
「
死
減
し
つ
っ
あ
る
資
本
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
的
前
提
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
労
働
運
動
内
部
に
お
け
る
目
和
見
主

義
的
潮
流
と
の
「
全
般
に
わ
た
っ
て
断
固
た
る
、
容
赦
な
い
闘
争
を
お
こ
な
わ
ず
に
は
、
帝
国
主
義
と
の
闘
争
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義

も
、
杜
会
主
義
的
労
働
運
動
も
、
問
題
に
な
り
え
な
い
」
（
レ
ー
ニ
ソ
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主
義
と
の
分
裂
」
）
と
い
う
基
本
的
な
認
識
に

よ
っ
て
観
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
か
か
る
基
本
的
な
観
点
の
喪
失
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
ま
っ
た
く
奇
妙
な
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
議
論
へ
と
、
み

ち
び
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
宇
野
理
論
を
信
奉
さ
れ
る
渡
辺
寛
氏
は
、
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
の
貫
徹
や
、

階
級
的
な
労
働
運
動
の
歴
史
的
課
題
と
切
り
は
な
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
か
ら
、
レ
ー
ニ
ン
の

『
帝
国
主
義
論
」
　
「
八
、
資
本
主
義
の
寄
生
性
と
腐
朽
」
に
お
げ
る
日
和
見
主
義
の
論
求
に
た
い
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
た
不
可
解
な

論
評
を
く
わ
え
る
こ
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
レ
ー
ニ
ソ
の
論
理
は
、
帝
国
主
義
諸
国
が
植
民
地
等
の
搾
取
に
よ
っ
て
得
た
高
利
潤
を
も
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
上
層
部

を
『
買
収
す
る
』
傾
向
が
出
現
し
、
こ
の
た
め
に
帝
国
主
義
段
階
で
の
労
働
運
動
の
『
目
和
見
主
義
化
』
と
い
う
潮
流
が
出
現
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
潮
流
に
た
い
し
て
『
低
抗
す
る
』
、
労
働
運
動
の
い
ま
一
っ
の
潮
流
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
論
理
で
わ
か
ら
な
い
の
は
、
レ
ー
ニ
ソ
が
帝
国
主
義
の
『
寄
生
性
」
で
『
買
収
』
さ
れ
る
の
を
、
　
『
プ
ロ
レ

タ
リ
ァ
ー
ト
の
上
層
部
』
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
彼
の
寄
生
性
に
つ
い
て
の
主
張
か
ら
す
れ
ぱ
、
資
本
の
輸
出
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の
増
大
に
つ
れ
て
、
　
『
国
全
体
に
、
寄
生
性
と
い
う
刻
印
を
お
す
』
傾
向
が
つ
よ
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
と
も
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ァ
ー
ト
の
し
だ
い
に
増
加
す
る
部
分
が
、
植
民
地
な
ど
か
ら
の
『
高
利
潤
」
か
ら
の
お
こ
ぼ
れ
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た

が
っ
て
、
労
働
運
動
の
潮
流
は
『
日
和
見
主
義
』
一
本
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
　
（
渡
辺
寛
「
レ
ー
二
〃
『
帝
国
主
義
論
』
ー
そ

の
論
理
と
実
証
－
」
『
講
座
・
帝
国
主
義
の
研
究
』
第
一
巻
、
青
木
書
店
、
二
五
八
ぺ
ー
ジ
）
。

　
こ
こ
で
は
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
、
労
働
運
働
の
合
法
則
的
発
展
と
の
関
連
で
弁
証
法
的
に
統
一
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
労
働
貴
族
論
の
意
義
・
目
的
を
自
覚
し
え
ぬ
渡
辺
氏
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
レ
ー
ニ
ソ
の

「
論
理
」
じ
た
い
が
ま
す
ま
す
不
可
解
た
も
の
と
な
り
、
労
働
運
動
の
歴
史
的
な
発
展
を
無
視
し
て
、
　
「
労
働
運
動
の
潮
流
は
『
目

和
見
主
義
』
一
本
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
、
あ
ら
ぬ
心
労
ま
で
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三
　
目
和
見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
と
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚

　
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
援
用
す
る
に
あ
た
っ
て
第
三
に
間
題
な
の
は
、
彼
は
労
働
運
動
内
部
の
目
和
見
主
義
的
潮
流
の
杜
会

的
・
経
済
的
基
礎
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
主
要
な
杜
会
的
支
柱
」
と
し
て
の
労
働
貴
族
層
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

ー
の
「
労
働
副
官
」
と
し
て
の
労
働
官
僚
の
存
在
を
、
も
ち
ろ
ん
基
本
的
な
も
の
と
し
て
重
視
し
た
が
、
そ
れ
だ
げ
で
は
な
く
、
全

労
働
者
を
独
占
資
本
の
も
と
に
「
統
合
」
す
る
た
め
の
方
策
の
展
開
に
っ
い
て
も
着
目
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
を
も
見

お
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

）１（

労
働
貴
族
と
労
働
官
僚
の
役
割



　
す
で
に
ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
運
動
が
飛
躍
的
な
前
進
を
み
た
帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、
独
占
資
本
は
、
独
占
的
高
利
潤
の

一
部
を
も
っ
て
、
労
働
者
階
級
の
一
部
を
買
蚊
し
労
働
貴
族
層
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
基
礎
の
う
え
に
さ
ら
に
労
働
官
僚
を
買
収
し
、

労
働
運
動
の
内
部
に
目
和
見
主
義
的
潮
流
を
育
成
す
る
。

　
１
、
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
れ
ぼ
、
労
働
貴
族
と
は
、
帝
国
主
義
に
よ
っ
て
特
権
的
な
地
位
を
あ
た
え
ら
れ
た
「
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の

上
層
部
」
で
あ
り
、
そ
の
本
質
．
役
割
は
、
　
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
主
要
な
杜
会
的
支
柱
」
（
『
帝
国
主
義
論
』
、
フ
ラ
ソ
ス
語
版
・
ド
ィ

ッ
語
版
の
序
文
）
と
し
て
、
労
働
運
動
の
階
級
的
潮
流
に
反
対
す
る
改
良
主
義
の
方
向
に
労
働
者
大
衆
を
ひ
き
こ
む
こ
と
で
あ
る
・

　
そ
し
て
、
労
働
貴
族
が
、
労
働
者
大
衆
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
影
響
を
あ
た
え
う
る
基
礎
は
、
主
要
に
は
彼
ら
が
熟
練
労
働
者
で
あ

る
と
い
う
生
産
の
役
割
に
根
拠
を
も
っ
て
い
た
。
た
と
え
ぼ
、
　
「
世
界
の
工
場
」
で
あ
っ
た
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
労
働
貴
族

す
な
わ
ち
少
数
の
熟
練
し
た
高
給
の
労
働
者
」
（
レ
ー
ニ
ン
「
自
由
主
義
的
労
働
者
政
治
に
か
ん
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
」
、
一
九
二
一
年
『
全

集
』
一
八
巻
、
三
八
六
ぺ
ー
ジ
）
は
、
生
産
の
う
え
で
の
役
割
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
他
の
労
働
者
に
あ
た
え
う
る
影
響
も
ま
た
大

き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
げ
る
急
速
な
技
術
の
進
歩
と
そ
の
資
本
主
義
的
利
用
は
、
熟
練
労
働
者
の
地
位
を
相
対
的
に
低

め
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
貴
族
が
労
働
者
階
級
の
他
の
階
層
に
お
よ
ぽ
す
影
響
力
も
、
ま
た
多
少
た
り
と
も
減
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
・

　
２
、
そ
こ
で
、
こ
の
労
働
貴
族
を
補
充
し
、
労
働
者
階
級
の
な
か
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
ひ
ろ
め
る
う
え
で
・

労
働
官
僚
の
は
た
す
役
割
が
独
占
資
本
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
、
労
働
貴
族
を
基
礎
と
し
て
、
お
な
じ

く
独
占
的
高
利
潤
の
一
部
を
も
っ
て
、
　
「
国
会
議
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
労
働
運
動
の
役
員
、
特
権
的
な
職
員
」
（
レ
ー
ニ
ン
『
第

ニ
ィ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
崩
壌
」
、
『
全
集
』
二
十
八
巻
、
二
五
〇
ぺ
－
ジ
）
な
ど
か
ら
な
る
　
「
労
働
運
動
の
官
僚
」
（
「
ロ
シ
ァ
杜
会
民
主
労

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
六
八
三
）

、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
六
八
四
）

働
党
在
外
支
部
会
議
」
・
一
九
一
五
年
『
全
集
』
二
一
巻
、
一
五
五
べ
－
ジ
）
が
っ
く
り
だ
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
根
拠
が
あ
る
。

　
レ
ー
ニ
ソ
の
時
代
に
く
ら
べ
て
第
二
次
大
戦
後
は
、
労
働
官
僚
の
は
た
す
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
た
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
・
独
占
体
の
力
と
国
家
の
力
を
単
一
の
機
構
に
結
合
し
た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
、
各
種
委
員
会
な
ど
、
労
働
官

僚
の
出
番
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
の
全
般
的
危
機
の
激
化
は
、
ド
ル
支
配
の
も
と
に
各

国
の
国
家
独
占
資
本
主
義
を
む
す
び
つ
げ
、
労
働
官
僚
の
分
裂
主
義
的
役
割
が
、
世
界
労
連
の
分
裂
、
国
際
自
由
労
連
の
結
成
過
程

に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
際
的
た
拡
が
り
を
も
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
ね
ほ
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
一
第
二
次
大
戦
後
に
か
げ
る
資
本
主
義
世
界
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
相
対
的
に
持
続
的
な

高
度
蓄
積
過
程
簑
い
て
・
新
し
い
特
権
碧
労
働
者
層
・
労
働
貴
族
層
が
っ
く
り
だ
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
資
本
の
高
蓄
積

■
に
と
も
な
う
「
技
術
革
新
」
と
労
働
過
程
の
技
術
的
条
件
の
変
化
は
、
熟
練
の
無
内
容
化
、
労
働
の
平
準
化
に
よ
る
「
半
熟
練
」
労

働
者
の
増
大
に
と
差
い
・
熟
練
労
働
者
の
生
産
の
場
纂
げ
る
役
割
・
影
響
力
竺
段
と
低
下
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
生

産
の
大
観
模
化
、
労
働
者
の
数
の
増
大
、
生
産
手
段
の
所
有
と
た
ん
な
る
労
働
力
の
所
有
と
の
問
の
対
立
激
化
に
よ
つ
て
、
監
督
労

働
の
必
要
姦
模
は
必
然
的
距
大
化
し
、
企
業
利
得
と
は
無
関
係
藍
督
労
働
者
の
大
衆
を
組
織
し
た
現
代
の
労
務
管
理
機
構
が

編
成
さ
れ
る
こ
と
簑
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
監
督
労
働
者
の
な
か
の
一
部
に
、
含
の
目
和
見
主
義
の
職
場
に
淳
る
杜
会
的
基

礎
と
し
て
、
新
し
い
特
権
的
な
労
働
者
層
・
労
働
貴
族
層
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

＠
　
独
占
資
本
の
全
労
働
者
に
た
い
す
る
対
応

し
か
し
、
現
代
の
帝
国
主
義
に
と
っ
て
、
労
働
運
動
内
の
目
和
見
主
義
の
育
成
は
死
活
の
間
題
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
措
置
は
、



労
働
官
僚
や
労
働
貴
族
の
育
成
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
全
労
働
者
を
独
占
資
本
の
も
と
に
「
統
合
」
す

る
方
策
や
、
労
働
者
の
間
を
離
問
す
る
方
策
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
１
、
こ
の
点
で
は
、
第
一
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
「
労
働
貴
族
論
」
で
は
、
　
「
帝
国
主
義
的
超
過
利
潤
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
て
、
資
本

主
義
の
番
犬
に
、
労
働
運
動
の
腐
敗
化
の
実
行
者
に
変
っ
た
一
部
の
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と
労
働
者
階
級
の
若
干
の
層
」
、
す
な
わ

ち
労
働
貴
族
．
労
働
官
僚
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
階
級
全
体
を
ふ
く
む
民
族
全
体
の
帝
国
主
義
的
な
特
権
民
族
と
し
て
の
意
識
が
、

労
働
運
動
の
階
級
的
潮
流
の
発
展
を
困
難
に
す
る
面
を
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
み
お
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
と
え
ぼ
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
「
特
権
民
族
」
と
「
被
抑
圧
民
族
」
と
い
う
概
念
の
区
別
を
前
提
に
し
て
、
「
帝
国
主
義
的
大
国
の
ブ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
特
権
的
た
層
は
、
い
く
ぶ
ん
は
、
幾
億
人
の
非
文
明
民
族
の
費
用
で
生
活
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
を
含
め
た
民
族
全
体
の
問
題
と
し
て
、
　
「
自
国
の
住
民
の
非
常
に
大
き
な
部
分
を
…
－
…
帝
国
主
義
的

獲
物
の
分
け
ま
え
に
あ
ず
か
ら
せ
て
い
る
国
々
で
、
深
刻
な
革
命
的
運
動
の
発
生
を
－
…
…
困
難
に
し
て
い
る
」
（
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主

義
の
分
裂
」
、
全
集
、
二
三
巻
、
一
一
四
べ
ー
ジ
）
と
も
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
一
九
五
八
年
一
〇
月
七
日
付
マ
ル
ク
ス

宛
の
手
紙
で
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
は
、
事
実
上
ま
す
ま
す
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
化
し
っ
っ
あ
り
、
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
国
民
の
う
ち
で
も
っ
と

も
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
こ
の
国
民
は
、
っ
い
に
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と
な
ら
ん
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
ブ
ロ
レ
タ

リ
ァ
ー
ト
を
も
っ
と
こ
ろ
ま
で
、
こ
と
を
す
す
め
た
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
全
世
界
を
搾
取
す
る
国
民
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

は
た
し
か
に
あ
る
程
度
ま
で
む
り
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
」
と
書
い
た
の
と
共
通
す
る
。

　
２
、
第
二
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
で
は
、
労
働
運
動
内
部
に
お
け
る
日
和
見
主
義
・
改
良
主
義
的
潮
流
を
さ
さ
え
る
た
め

の
、
制
度
的
諸
要
求
に
た
い
す
る
独
占
資
本
と
政
府
の
「
譲
歩
」
と
「
改
良
」
に
も
着
目
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
レ

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
六
八
五
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
六
八
六
）

－
ニ
ソ
は
、
制
度
的
要
求
に
お
げ
る
資
本
家
と
政
府
の
「
譲
歩
」
・
「
改
良
」
の
二
重
性
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
改
良
は
、
そ
れ
が
よ
り
よ
い
も
の
へ
の
一
歩
で
あ
り
、
　
『
一
段
階
』
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
そ
の
か
ぎ
り
で
の
み
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
（
反
動
的
方
策
で
も
た
げ
れ
ば
保
守
的
方
策
で
も
な
い
）
。
し
か
し
資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
あ
ら
ゆ
る
改
良
は
二
重
の
性
格
を
も

っ
て
い
る
。
改
良
は
革
命
を
ひ
き
と
め
、
よ
わ
め
、
あ
る
い
は
消
し
と
め
る
た
め
に
、
革
命
的
階
級
の
力
と
精
力
を
細
分
し
、
そ
の

意
識
を
く
も
ら
せ
る
な
ど
す
る
た
め
に
支
配
階
級
が
行
う
譲
歩
で
あ
る
」
（
「
決
議
文
を
ど
う
書
い
て
は
な
ら
な
い
か
」
『
全
集
』
第
十
二
巻
、

二
〇
六
べ
－
ジ
）
。

　
こ
の
点
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
に
関
す
る
必
読
文
献
と
さ
れ
る
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主
義
の
分
裂
」
の
な
か
で
も
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
今
世
紀
で
は
、
な
に
ご
と
も
選
挙
た
し
に
す
ま
さ
れ
な
い
。
大
衆
な
し
に
は
や
っ
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
と
こ
ろ
で
出
版
と
議
会
制
度
の
時
代
に
は
、
へ
つ
ら
い
や
、
う
そ
や
、
ぺ
て
ん
や
、
俗
う
げ
の
す
る
は
や
り
文
句
に
よ
る

ご
ま
か
し
や
、
労
働
者
に
な
ん
で
も
好
き
た
改
良
と
福
利
を
あ
た
え
よ
う
と
い
う
　
　
労
働
者
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
打
倒
の
た
め

の
革
命
的
斗
争
を
放
棄
し
さ
え
す
れ
ば
　
　
四
方
八
方
に
ふ
り
ま
か
れ
る
約
束
の
、
多
岐
に
わ
た
る
制
度
を
系
統
的
に
実
施
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
っ
か
り
整
理
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
大
衆
を
っ
い
て
こ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
、
　
『
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
労
働
老
党
」
の
古

典
国
に
お
げ
る
こ
の
制
度
の
も
っ
と
も
先
進
国
で
巧
妙
た
代
表
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
臣
、
　
ロ
イ
ド
ー
－
ジ
ヨ
ー
ジ
の

名
を
と
っ
て
、
こ
の
制
度
を
ロ
イ
ド
・
ジ
ヨ
ー
ジ
主
義
と
名
づ
げ
た
い
」
（
レ
ー
ニ
ソ
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主
義
の
分
裂
」
、
『
全
集
』
第
二

三
巻
、
二
一
五
べ
ー
ジ
）
。
今
目
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
杜
会
保
険
（
杜
会
保
障
）
、
杜
会
教
育
、
労
使
協
議
制
、
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

形
成
政
策
た
ど
、
労
働
者
階
級
を
全
体
と
し
て
「
統
合
」
す
る
た
め
の
手
段
は
、
一
層
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
・
　
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
労
働
運
動
に
と
っ
て
一
連
の
制
度
的
諸
要
求
の
闘
争
を
「
改
良
主
義
」
だ
と
し
て
単
純
に
否
定
し
て
し
ま
う

■



　
　
と
す
れ
ぱ
、
こ
れ
は
ま
た
誤
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
「
制
度
的
要
求
」
を
め
ざ
す
闘
争
が
、
多
か
れ
少
か
れ
国
に
む
け
て
の
「
政
治
運
動
」

　
　
と
い
う
性
格
を
も
っ
こ
と
か
ら
、
そ
の
積
極
的
意
義
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
「
制
度
的
要
求
」
を
め
ざ
す
闘
争
は
「
政
治
運
動
」
で

　
　
あ
る
以
上
、
そ
の
運
動
は
、
政
治
権
力
の
獲
得
と
い
う
「
政
治
運
動
」
の
終
局
目
的
に
む
け
て
の
「
あ
る
程
度
の
〔
予
備
的
組
織
化
〕
を
前
提

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
す
る
が
、
ま
た
そ
れ
自
体
こ
の
組
織
化
を
発
展
さ
せ
る
手
段
で
も
あ
る
」
（
「
ポ
ル
テ
あ
て
の
手
紙
」
）
と
い
っ
て
い
る
。
以
上
は
念
の
た
め
に
。

　
３
、
第
三
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
で
は
、
　
「
富
裕
な
帝
国
主
義
諾
国
の
寄
生
生
活
」
の
一
基
礎
と
し
て
「
後
進
国
か
ら
き

た
低
賃
金
の
労
働
者
」
の
搾
取
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
（
「
党
綱
領
の
改
正
に
ょ
せ
て
」
、
『
全
集
』
窮
二
六
巻
、

ニ
ハ
四
べ
ー
ジ
）
、
賃
金
や
労
働
条
件
の
差
別
的
編
成
が
、
目
和
見
主
義
的
潮
流
を
う
み
だ
す
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
と
し
て
作
用
す

る
こ
と
も
み
の
が
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
点
で
は
、
今
目
、
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
い
て
ま
す
ま
す
増
大
す
る
移
民
労
働
者
の
差
別
的
な
労
働
条
件
の
間

題
が
あ
る
し
、
わ
が
国
で
は
、
臨
時
工
、
下
請
労
働
者
、
バ
ー
ト
・
タ
ィ
マ
ー
な
ど
系
統
的
な
差
別
的
労
働
編
成
が
間
題
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
が
、
労
働
運
動
内
部
に
お
げ
る
日
和
見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
盤
を
問
題
に
す
る
か

ぎ
り
、
そ
の
対
象
領
域
を
労
働
貴
族
．
労
働
官
僚
の
範
囲
に
限
定
し
え
な
か
っ
た
の
は
と
う
ぜ
ん
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
わ
れ
わ
れ

の
分
析
も
ま
た
、
目
和
見
主
義
の
全
般
的
な
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
か
ら
き
り
は
な
し
て
、
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
構
成
と
そ
の

経
済
的
基
礎
だ
げ
を
間
題
に
す
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
四
　
目
和
見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
と
そ
の
矛
盾
・
限
界

　
レ
ー
ニ
ソ
の
労
働
貴
族
論
を
援
用
す
る
に
あ
た
っ
て
第
四
の
間
題
は
、
労
働
運
動
内
部
の
目
和
見
主
義
的
潮
流
の
杜
会
的
・
経
済
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的
基
礎
に
つ
い
て
論
ず
る
に
あ
た
り
、
そ
の
矛
盾
と
限
界
を
科
学
的
に
把
握
す
る
視
点
が
設
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
間
題
の
箇
所
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
帝
国
主
義
・
独
占
資
本
主
義
は
、
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、
よ
り

広
範
な
分
野
に
わ
た
り
日
和
見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
搾
取
制
度
の
存
立

い
か
ん
と
い
う
死
活
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
和

見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
を
全
面
的
に
あ
き
ら
か
に
１
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
労
働
貴
族
論
は
完
結
す
る
わ
げ
で
は
な
い
。
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

働
貴
族
論
に
お
げ
る
最
后
の
基
本
的
な
視
点
は
、
目
和
見
主
義
の
杜
会
的
・
経
済
的
基
礎
の
矛
盾
と
限
界
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と

で
な
げ
れ
ば
た
ら
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
レ
ー
ニ
ソ
が
目
和
見
主
義
の
杜
会
経
済
的
基
礎
を
科
学
的
に
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の

は
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
発
生
の
必
然
性
を
示
す
と
と
も
に
、
労
働
者
階
級
が
こ
れ
と
ど
う
た
た
か
う
か
、
そ
の
た
め
に
目
和
見

主
義
の
杜
会
経
済
的
基
礎
の
矛
盾
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
が
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
日
和
見
主
義
の
杜
会
経
済
的
基
礎
の
強
弱
を
、
単
純
に
独
占
的
高
利
潤
の
高
さ
に
よ
っ
て
扱
っ
て
い
た
わ

げ
で
は
た
い
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
こ
の
間
題
を
帝
国
主
義
の
経
済
的
諾
矛
盾
の
展
開
と
関
連
さ
せ
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
有

名
な
一
句
か
ら
し
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
　
「
い
ま
で
は
、
　
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
労
働
党
』
は
、
す
べ
て
の
帝
国
主
義
国
に
と
っ
て
不

可
避
で
あ
り
、
特
徴
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
国
が
獲
物
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
必
死
の
闘
争
を
お
こ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
み

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
党
が
い
く
た
の
国
で
長
期
問
に
わ
た
っ
て
勝
利
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
そ
う
も
な
い
。
な
ぜ
た
ら
、
ト

ラ
ス
ト
、
金
融
寡
頭
制
、
物
価
騰
貴
、
等
々
は
ひ
と
に
ぎ
り
の
上
層
分
子
を
買
収
す
る
可
能
性
を
あ
た
え
る
一
方
で
、
プ
艀
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
と
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
大
衆
を
ま
す
ま
す
は
げ
し
く
圧
迫
し
、
お
し
っ
ぶ
し
、
ほ
ろ
ぽ
し
、
く
る
し
め
る
か
ら
で
あ
る
」



（
「
帝
国
主
義
と
杜
会
主
義
の
分
裂
」
）
。

　
こ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
の
諸
矛
盾
の
展
開
に
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
不
安
定
性
を
み
る
レ
ー
ニ
ソ
の
方
法
か
ら
す
る
と
、
労
働

貴
族
論
と
し
て
は
、
労
働
運
動
の
合
法
則
的
発
展
の
貫
徹
が
日
和
見
主
義
育
成
の
前
提
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
資
本
制

的
蓄
積
の
過
程
が
労
働
運
動
の
発
展
の
基
礎
的
諸
条
件
を
ま
す
ま
す
成
熟
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
経
済
的
内
部

矛
盾
の
発
現
が
、
労
働
貴
族
．
労
働
官
僚
の
経
済
的
基
礎
を
も
動
揺
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
と
の
関
連
で
日
和
見
主

義
的
潮
流
の
矛
盾
と
限
界
に
目
を
む
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

）１（

資
本
の
蓄
積
過
程
と
基
本
的
矛
盾
の
展
開

　
こ
の
点
で
は
、
ま
ず
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
を
育
成
す
る
経
済
的
源
泉
た
る
独
占
的
高
利
潤
そ
れ
自
体
が
、
植
民
地
か
ら
の
超
過

利
潤
に
く
わ
え
て
、
本
国
の
労
働
者
や
他
の
勤
労
者
か
ら
の
搾
取
を
前
提
と
す
る
こ
と
、
独
占
的
高
利
潤
の
一
部
は
目
和
見
主
義
の

育
成
に
ふ
り
む
げ
ら
れ
る
に
せ
よ
、
そ
の
多
く
は
資
本
の
蓄
積
に
ふ
り
む
げ
ら
れ
、
労
働
者
階
級
の
集
積
・
集
中
と
あ
わ
せ
て
、
す

べ
て
の
勤
労
者
の
う
え
に
さ
ま
ざ
ま
の
貧
困
を
蓄
積
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
っ
ま
り
は
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
基
礎
を
ほ
り
く

づ
す
よ
う
な
団
結
と
統
一
の
条
件
が
形
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ぼ
、
世
界
資
本
主
義
の
戦

後
過
程
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
概
括
的
整
理
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
１
、
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
の
資
本
主
義
世
界
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
を
主
導
老
と
す
る
帝
国
主
義
的
な
軍
事
同
盟
と
一
体
を
な
し

た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
経
済
的
な
国
際
機
構
、
す
な
わ
ち
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
を
頂
点
と
し
た
国
際
通
貨
体
制
、
ガ
ッ
ト
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
な
ど
と
、
こ
れ
と
か
か
わ
り
を
み
せ
な
が
ら
全
面
的
に
展
開
を
み
せ
た
各
国
の
国
家
独
占
資
本
主
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義
の
機
能
に
た
す
げ
ら
れ
て
、
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
げ
て
相
対
的
に
持
続
的
な
生
産
の
拡
大
を
と
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、

発
達
し
た
資
本
主
義
国
の
経
済
が
、
同
時
的
な
過
剰
生
産
恐
慌
に
よ
る
生
産
の
急
激
た
低
下
と
い
っ
た
深
刻
た
矛
盾
の
爆
発
な
し
に

発
展
し
て
き
た
と
い
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
大
局
的
に
み
る
と
、
現
代
帝
国
主
義
の
支
配
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
ゆ
り
う
ご
か
す
よ

う
た
階
級
闘
争
の
革
命
的
た
昂
揚
を
、
一
時
的
に
せ
よ
お
さ
え
る
方
向
に
作
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
戦
後
の
労
働
運
動
の
内
部
に
お
げ
る
右
翼
的
潮
流
の
再
生
産
と
強
化
の
「
物
質
的
基
礎
」
と
も

な
っ
て
き
た
。
っ
ま
り
、
相
対
的
に
持
続
的
た
高
度
成
長
と
い
う
「
物
質
的
基
礎
」
の
う
え
で
、
労
働
官
僚
・
労
働
貴
族
は
、
経
済

「
成
長
」
を
う
な
が
す
た
め
に
「
生
産
性
向
上
」
に
協
力
し
、
　
「
高
能
率
・
高
賃
金
」
に
よ
る
労
働
者
の
生
活
向
上
を
実
現
し
よ
う

と
と
な
え
、
大
衆
的
労
働
者
の
あ
い
だ
に
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
思
想
的
・
政
治
的
影
響
力
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
２
・
し
か
し
、
資
本
の
高
度
蓄
積
過
程
が
、
右
翼
的
潮
流
の
「
成
長
」
に
経
済
的
基
盤
を
提
供
し
た
の
は
事
態
の
一
面
で
あ
り
、

そ
の
過
程
で
進
行
し
た
よ
り
基
本
的
た
側
面
と
し
て
、
資
本
蓄
積
の
歴
史
的
過
程
が
、
七
〇
年
代
の
ス
ト
ラ
ー
イ
キ
闘
争
の
発
展
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
労
働
運
動
の
昂
揚
の
客
観
的
条
件
を
成
熟
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
み
お
と
す
こ
と
は
で
き
た
い
。

　
第
一
に
・
資
本
の
高
度
蓄
積
は
、
そ
れ
に
照
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
と
内
容
を
も
っ
て
、
現
代
の
杜
会
的
貧
困
を
蓄
積
せ
ず
に

は
お
か
な
か
っ
た
。

　
資
本
の
高
度
蓄
積
は
、
　
「
人
問
的
搾
取
材
料
」
と
し
て
吸
引
さ
れ
る
労
働
者
の
数
を
増
大
さ
せ
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
と
「
合

理
化
」
に
よ
っ
て
、
職
場
で
は
最
少
の
人
員
で
最
高
の
速
度
を
も
っ
て
充
填
さ
れ
た
問
断
な
き
労
働
の
強
制
に
く
わ
え
て
、
熟
練
の
、

陳
腐
化
、
労
働
の
単
純
化
・
観
格
化
に
よ
ゐ
部
分
人
間
化
、
労
働
災
害
、
職
業
病
の
増
大
な
ど
、
直
接
的
生
産
過
程
の
耐
え
が
た
い

諾
結
果
を
う
み
だ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
ま
た
資
本
の
高
蓄
積
は
、
　
「
文
明
的
」
生
活
様
式
の
強
制
に
よ
っ
て
労
働
力
の
価
値



を
構
成
す
る
生
活
手
段
の
種
類
と
量
を
変
化
さ
せ
、
独
占
価
格
と
国
家
独
占
資
本
主
義
の
追
加
的
な
搾
取
に
よ
っ
て
差
し
引
か
れ
た

実
質
賃
金
と
の
乖
離
を
ま
す
ま
す
拡
大
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
労
働
力
の
価
値
と
価
格
と
の
乖
離
は
、
一
方
で

既
婚
女
子
の
共
稼
ぎ
、
パ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
、
内
職
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
労
働
力
の
価
値
分
割
や
、
超
過
労
働
お
よ
び

消
費
老
信
用
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
他
方
で
は
、
耐
久
消
費
財
の
普
及
に
た
い
す
る
食
生
活
や
住
宅
条
件
の
立
ち
お
く
れ
と
い
っ
た

不
均
衡
か
つ
不
安
定
な
消
費
構
造
を
う
み
だ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
く
わ
え
て
資
本
の
高
度
蓄
積
と
生
産
の
無
政
府
性
は
、
公

害
、
交
通
戦
争
、
都
市
間
題
な
ど
、
人
間
と
自
然
と
の
あ
い
だ
の
循
環
関
係
を
破
壊
し
、
人
問
的
生
活
と
人
問
生
存
の
も
っ
と
も
基

本
的
た
条
件
を
も
う
し
な
わ
せ
る
よ
う
な
、
貧
困
の
新
し
い
形
態
さ
え
も
生
み
だ
し
た
。

　
第
二
に
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
「
経
済
成
長
」
過
程
は
、
七
〇
年
代
の
階
級
闘
争
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
、
杜
会
的
貧
困
の

増
大
と
と
も
に
、
労
働
者
階
級
の
移
成
と
あ
わ
せ
て
、
労
働
の
杜
会
化
に
と
も
な
い
そ
の
団
結
の
基
礎
条
件
を
も
拡
大
せ
ず
に
は
お

か
な
か
っ
た
。

　
資
本
の
高
蓄
積
に
と
、
な
い
増
大
し
た
労
働
者
階
級
は
、
独
占
的
大
企
業
や
大
都
市
に
集
積
・
集
中
し
、
資
本
主
義
生
産
に
お
げ

る
独
占
資
本
の
管
制
高
地
が
、
そ
の
ま
ま
階
級
闘
争
の
主
要
陣
地
に
な
る
客
観
的
条
件
を
成
熟
さ
せ
た
。
ま
た
、
資
本
蓄
積
・
「
技

術
革
新
」
に
と
も
な
う
労
働
者
階
級
の
内
部
構
成
の
変
化
、
と
く
に
そ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
純
化
や
、
生
産
の
杜
会
的
性
格
の
増
大
、

交
易
手
段
の
発
展
は
、
労
働
者
階
級
と
勤
労
者
の
杜
会
的
結
合
の
条
件
を
発
展
さ
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
資
本
の
高
蓄
積
が
、
一
面
で
目
和
見
主
義
の
経
済
的
基
礎
と
な
り
た
が
ら
、
他
方
で
は
、
労
働
者
階
級
を
は
じ
め
と

す
る
全
勤
労
者
の
結
集
．
反
撃
の
客
観
的
条
件
を
不
可
避
的
に
成
熟
さ
せ
ず
に
は
お
か
た
い
こ
と
、
労
働
貴
族
論
に
あ
っ
て
は
こ
の

点
を
み
す
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
六
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
三
ハ
　
（
六
九
二
）

）２（

資
本
主
義
的
再
生
産
の
内
的
矛
盾
の
発
現
と
労
働
貴
族
の
経
済
的
基
礎
の
動
揺

　
さ
ら
に
、
資
本
主
義
生
産
の
拡
大
過
程
は
、
生
産
の
杜
会
的
性
格
と
取
得
の
私
的
性
格
と
の
問
の
基
本
的
矛
盾
を
、
内
外
に
わ
た

る
利
潤
競
争
、
生
産
の
無
政
府
性
を
媒
介
と
し
て
、
産
業
循
環
、
恐
慌
と
帝
国
主
義
戦
争
等
々
と
し
て
発
現
さ
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ

れ
ら
は
再
生
産
そ
れ
自
体
を
も
擾
乱
し
、
っ
い
に
は
労
働
貴
族
の
経
済
的
基
礎
を
も
動
揺
さ
せ
、
掘
り
く
づ
さ
れ
ず
に
は
お
か
な

い
。
労
働
貴
族
論
が
、
労
働
運
動
に
お
げ
る
階
級
的
潮
流
の
前
進
を
方
向
づ
け
る
こ
と
、
日
和
見
主
義
的
潮
流
を
克
服
す
る
方
向
を

明
示
す
べ
き
課
題
を
に
な
う
も
の
と
す
れ
ば
、
か
か
る
視
角
か
ら
の
接
近
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
１
、
も
っ
と
も
、
戦
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
再
生
産
過
程
へ
の
国
家
の
経
済
的
介
入
に
よ
っ
て
、
破
壊
的
な
全

般
的
過
剰
生
産
恐
慌
、
世
界
恐
慌
と
い
う
形
態
で
は
経
済
的
内
部
矛
盾
は
か
な
ら
ず
し
も
発
理
せ
ず
、
相
対
的
に
、
持
続
的
な
「
高
度

成
長
」
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
新
し
い
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
資
本
主
義
経
済
が
、
資
本
主
義
に
固

有
な
経
済
的
内
部
矛
盾
を
克
服
し
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
今
目
、
資
本
主
義
世
界
経
済
の
動
向
を
み
る
と
き
、
誰
の
目
に
・
も

あ
き
ら
か
な
こ
と
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
諸
側
面
に
わ
た
っ
て
経
済
的
諸
矛
盾
が
累
積
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
七
〇
年
代
に
は
い
り
、
と
く
に
ニ
ク
ソ
ソ
の
ド
ル
防
衛
対
策
以
後
、
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
と
は
言
え
な
い
に
し
ろ
、

「
不
況
」
の
国
際
的
同
時
性
が
か
な
り
の
程
度
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
　
「
不
況
」

の
時
期
が
各
国
ご
と
に
異
な
り
、
ま
た
生
産
低
下
の
幅
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ぱ
、
資
本
主
義
世
界
経
済
の
不
安
定
性

は
強
ま
っ
て
き
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
二
に
、
戦
後
の
資
本
主
義
の
蓄
積
過
程
を
さ
さ
え
て
き
た
国
際
通
貨
体
制
の
矛
盾
が
拡
大
し
、
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ソ
の
ド



ル
防
衛
政
策
以
後
、
国
際
通
貨
危
機
は
い
ち
だ
ん
と
深
刻
さ
を
ま
し
、
ド
ル
と
金
と
の
交
換
性
停
止
の
も
と
で
、
各
国
通
貨
の
変
動

相
場
制
へ
の
移
行
は
、
資
本
主
義
世
界
経
済
の
不
安
定
性
を
い
ち
じ
る
し
く
増
大
さ
せ
て
き
て
い
る
。

　
第
三
に
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
「
経
済
成
長
」
を
さ
さ
え
て
き
た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
機
能
の
限
界
が
露
呈
し
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
た
え
ざ
る
高
進
と
物
価
の
異
常
な
高
騰
、
資
本
過
剰
の
も
と
で
の
「
物
不
足
」
、
公
害
の
激
発

に
よ
る
自
然
と
人
問
の
物
質
代
謝
条
件
の
破
壊
、
交
通
戦
争
、
過
密
・
過
疎
問
題
な
ど
、
経
済
的
内
部
矛
盾
の
新
た
た
発
現
捗
態
の

累
積
と
相
旭
は
、
資
本
主
義
的
再
生
産
の
条
件
を
困
難
に
す
る
要
因
へ
と
転
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
２
、
こ
う
し
た
資
木
主
義
的
生
産
の
内
的
諾
矛
盾
の
発
現
は
、
資
本
の
高
蓄
積
過
程
で
う
み
だ
し
た
杜
会
的
貧
困
の
蓄
積
、
労
働

者
階
級
の
集
積
．
集
中
、
杜
会
的
結
合
の
条
件
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
全
勤
労
者
の
貧
困
を
さ
ら
に
促
進
す
る
ば
か
り
か
、
労
働
運

動
の
内
部
に
お
げ
る
日
和
見
主
義
的
潮
流
の
杜
会
的
支
柱
で
あ
る
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
経
済
的
基
礎
そ
れ
自
体
を
も
掘
り
く
ず

す
方
向
に
作
用
し
っ
っ
あ
る
。

　
七
〇
年
代
に
お
げ
る
国
際
労
働
運
動
の
昂
揚
の
深
部
で
は
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
客
観
的
過
程
が
進
行
し
っ
っ
あ
る
こ
と
、
か
か
る

基
本
的
な
認
識
の
う
え
に
た
っ
て
、
今
目
の
労
働
貴
族
論
は
、
日
和
見
主
義
の
経
済
的
基
礎
の
矛
盾
と
隈
界
を
具
体
的
に
確
定
す
る

課
題
を
も
か
か
え
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
の
労
働
貴
族
論
に
た
い
す
る
三
好
氏
の
批
判
的
た
問
題
提
起
に
こ
た
え
て
、
労
働
貴
族
論
に
お
げ
る
分
析
の
視
点
と
方

法
に
つ
い
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
理
論
に
立
脚
し
な
が
ら
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
若
干
の
問
題
点
を
、
あ
ら
た
め
て
確
定
す
る
こ
と
が
こ
の

　
　
　
労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
六
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
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二
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二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
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二
二
八
　
（
六
九
四
）

小
論
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
論
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
労
働
貴
族
論
の
具
体
的
た
展
開
で
も
た
げ
れ
ば
、
ま
た
戦
後
わ
が
国
に

お
げ
る
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
こ
に
提
起
し
た
視
点
と
方
法
を
配
慮
し
た
労
働
貴

族
論
の
具
体
的
な
展
開
・
実
態
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。




